
令和 4 年度　青年部活動報告書（令和4 年7月.  ～令和4 年9月.  ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　全青会理事提出日　　　　第2  回　令和4  年9 月24 日　　

県　　　名： 関東BC
報告日： 9月20日
報告者： 東京都　金本

１．都道府県青年部の活動報告
都道府県名 年月日 活　動　報　告

東京都 22/7/13-16 ウェルディングショー　全構協　出展ブース手伝い
2022/7/21 青年部WEB会議
2022/8/20 東構塾
2022/9/15 青年部WEB会議

2022/9/23.24 鉄骨製作管理技術者講習会お手伝い
茨城県 2022/9/17 9/30・10/7二日間で特定行政庁講習会を親会主催にて青年部が実行組織で行う。
群馬県 2022/8/25 青年部全員協議会
埼玉県 2022/9/15 役員会
山梨県 2022/6/23 第3回青年部会

2022/7/21 部会予定していたが、感染症対策のため中止
2022/8/23 第4回青年部会
2022/9/22 第5回青年部会（予定）

神奈川県 2022/9/13 役員会
2022/9/24 BBQ大会

栃木県 2022/7/15 工場見学会及び賛助会との懇親会
2022/9/22 役員会

新潟県 2022/7/4 役員会
2022/9/29 ファブリケータのための事業継続計画(BCP)講習会

千葉県 2022/7/8 役員会

２．ブロックの活動報告
年月日

2022/7/23
2022/9/17

３．構造設計者との交流活動の状況報告（各府県で実績があれば記入願います。）
年月日

４．その他（近況報告・市況等）
府県名

東京都

茨城県

群馬県

埼玉県

山梨県 山積みHグレード10～12ヶ月、Mグレード0.5～7ヶ月、Rグレード2～3ヶ月
稼働率は60～120％、見積量は少ない。県内物件が少なく、手持ち仕事量の2極化が見られる
Hグレードは仕事が多いが、MとRグレードについてバラつきがある。
材料、副資材価格の値上がりに対し価格転嫁が引き続き難しい。

Rグレードはバラつきがありますが、1～3か月のところが多い。全体的に年内物件数はたくさんある模様
Hグレード山積み10～12カ月Mグレード山積み5～10カ月程度各社差があり。
物件が重なっているため外注先を探している会社が多い。
単価的にはやはり材料費の占める割合が大きい。厳しい単価が多い。
物件的には小物件20～30ｔ程度の物件が少ない100ｔ超える物件が多い

山積み3～4か月・稼働率70％～100％・見積量：普通・受注単価：横這い
東京に物件が少ない。下請け業者でコロナによる納期影響あり。1次加工の納期がかかっている。
Hグレードは来年以降も予定があるようだが、Mグレード以下は年明け以降の物件が不透明のところが
見積りは多いが契約までいく物件は少ない。契約金額が上がらないのが悩み。
山積状況としまして、Hグレード来年5月　Mグレード　年内いっぱい

内　　容

内　　容

内　　容
第一回　役員会（東京都開催）
第二回　役員会（神奈川県開催）



神奈川県

栃木県

新潟県

千葉県

10月からの材料の高騰を見積もりに含める事が難しい。確認申請待ちによる工事の遅れがある。
山積み　H：来年いっぱい　　M：4～6ヶ月　　R：2ヶ月程度
相変わらず地元物件は少ないが稼働率は悪くない様子。

県内の市況としましては、Hグレード1年位の山積み、MRグレードは2ヶ月～10ヶ月の山積み
H鋼の１次加工が３週間程度かかっており、納期対応に苦慮している

商社系、Hグレードの手伝いなどで埋めていると思われる。
材料価格は、頭打ち感はあるがまだ上げたいとのアナウンスは各業者からある。
東鉄の薄板値下げに伴い、鋼材価格の頭打ち感が出てきた可能性あり。油断は出来ないが年末を
目途に値段が徐々に下がっていくのではないかとの予測。
Ｈグレード、Ｍグレード共に仕事量は潤沢にある外注探しに四苦八苦しているＨグレードが目立つ
Ｍグレードにはばらつきがあるが、仕事を持っているところが協力を要請するなどして満遍なく
受注出来ている。すきまを探してファブを見つけ出している。

Hグレード　１年～2年程度・Mグレード　４ヶ月～１年程度・Rグレード　１ヶ月～1年程度


